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意見提出者 個人 

 
１．項目 一般フェアユース条項の導入による著作権規制の緩和 
２．既存の制

度・規制等

によってＩ

ＣＴ利活用

が阻害され

て い る 事

例・状況 

ほぼ全国民が利用者兼権利者となり得、考えられる利用形態が発散し、

個別の規定では公正利用の類型を拾い切れなくなるインターネットのよう

な場においては、現行の個別の権利制限規制を前提とする著作権法全体が

デジタル技術・情報の公正な利活用を阻害するものとなっている。 
 
 今現在、文化庁の文化審議会において著作権法における一般フェアユー

ス条項の導入が検討されているが、２０１０年６月の法制問題小委員会「権

利制限の一般規定に関する中間まとめ」で示された方針は、「Ａ その著作

物の利用を主たる目的としない他の行為に伴い付随的に生ずる当該著作物

の利用であり、かつ、その利用が質的又は量的に社会通念上軽微であると

評価できるもの」、「Ｂ 適法な著作物の利用を達成しようとする過程にお

いて合理的に必要と認められる当該著作物の利用であり、かつ、その利用

が質的又は量的に社会通念上軽微であると評価できるもの」、「Ｃ 著作物

の種類及び用途並びにその利用の目的及び態様に照らして、当該著作物の

表現を知覚することを通じてこれを享受するための利用とは評価されない

利用」のみを権利制限の一般規定の対象とするべきとその範囲は不当に狭

い。確かに法的安定性を高めるという点ではこれらの類型について権利制

限を設けることは重要であるものの、これほど限定したのでは、これはも

はや権利制限の「一般」規定の名に値しない。これでは、既存の個別制限

規定がことごとく不当に狭く使いにくいものとされているという現状から

来る問題に対処する上では極めて不十分な、狭く使いにくい「個別」規定

が新たに追加されるに過ぎず、著作権をめぐる今の混迷状況が変わること

はない。 
 
 インターネットのように、ほぼ全国民が利用者兼権利者となり得、考え

られる利用形態が発散し、個別の規定では公正利用の類型を拾い切れなく

なるところでは、フェアユースのような一般規定は保護と利用のバランス

を取る上で重要な意義を持つものであり、著作物の公正利用には上記以外

の変形利用もビジネス利用も考えられ、このような利用も含めて著作物の

公正利用を促すことが、今後の日本の文化と経済の発展にとって真に重要

であえることを考えれば、形式的利用、付随的利用あるいは著作物の知覚

を目的とするのでない利用に限るといった形で不当にその範囲を狭めるべ

きでは無く障害者福祉、教育、研究、資料保存やパロディ等のための利用、

個人の情報発信に伴う利用、ネットワークサービスに関連する利用、企業

内における著作物の利用等、個別の権利制限規定による対処が不可能な全

ての公正利用の類型が含まれるよう、その範囲・要件はアメリカ等と比べ

て遜色の無いものとして、権利制限の一般規定を可能な限り早期に導入す

るべきである。 
 
 なお、個別の権利制限規定の迅速な追加によって対処するべきとする意

見もあるが、文化庁と権利者団体がスクラムを組んで個別規定すらなかな
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か入れず、入れたとしても必要以上に厳格な要件が追加されているという

惨憺たる現状において、個別規定の追加はこの問題における真の対処たり

得ない。２００９年６月に成立した法改正においても、図書館におけるア

ーカイブ化のための権利制限の対象を国立国会図書館のみに限り、検索エ

ンジンの権利制限の対象も、「業として行う者」と業規制をかけた上で、政

令でその基準を定めようとし、研究目的の権利制限についても、大量の情

報の統計解析のみを対象としているなど、不当に厳しい制限が課されてお

り、天下り先の権利者団体のみにおもねる腐り切った文化庁による法改正

の検討の弊害は如実に現れている。 
 
 また、権利を侵害するかしないかは刑事罰がかかるかかからないかの問

題でもあり、公正という概念で刑事罰の問題を解決できるのかとする意見

もあるようだが、かえって、このような現状の過剰な刑事罰リスクからも、

フェアユースは必要なものと私は考える。現在親告罪であることが多少セ

ーフハーバーになっているとはいえ、アニメ画像一枚の利用で別件逮捕さ

れたり、セーフハーバーなしの著作権侵害幇助罪でサーバー管理者が逮捕

されたりすることは、著作権法の主旨から考えて本来あってはならないこ

とである。政府にあっては、著作権法の本来の主旨を超えた過剰リスクに

よって、本来公正として認められるべき事業・利用まで萎縮しているとい

う事態を本当に深刻に受け止め、一刻も早い改善を図ってもらいたい。 
３．ＩＣＴ利

活用を阻害

する制度・

規制等の根

拠 

著作権法 

４．ＩＣＴ利

活用を阻害

する制度・

規制等の見

直しの方向

性について

の提案 

・著作権法に、その範囲・要件はアメリカ等と比べて遜色の無いものとし

て、権利制限の一般規定を可能な限り早期に導入する。 
 
 ただし、フェアユースの導入によって、私的複製の範囲が縮小されるこ

とはあってはならないことである。 

 


